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川 ロコミュニティ推進準備委員会の活動状況等について

1 川 ロコミュニティ推進準備委員会・推進準備部会 活動の経緯

川 口地域では、コミュニティセンター開設を目指 し、平成 27年度から「川 ロコミュニ

ティ検討委員会」、令和元年 10月 からは「川 ロコミュニティ推進準備委員会」を設置 し、

準備を進めて来ました。

なお、川 ロコミュニティ検討委員会以来、総代会からも代表者を選出していただき、

委員会に参画 していただいています。

●「川 口地域コミュニティ検討委員会」が立ち上が り、川 口地域コミュニテ

ィセンターの必要性について検討を重ねた結果、「川 口地域にコミュニテ

ィセンターは必要である」との結論に至る。

7月 ●川 口支所内にコミュニティセンター事務局開設

10月

●推進準備委員・専門部会員の選任

★第 1回推進準備委員会の開催

議題 :「川口が求めるコミュニティセンターの姿や役割について①」

11月

★第 2回推進準備委員会の開催

議題 :「川 口が求めるコミュニティセンターの姿や役割について②」

○広報誌 No.1の 発行

☆第 1回推進準備専門部会の開催

議題 :「推進準備委員会について」「部会長・副部会長の選任」「部会で取

り組む事業について」

121月

☆第 2回推進準備専門部会の開催

議題 :「R2年度事業案の提案 。分類・優先順位付け」

★第 3回推進準備委員会の開催

議題 :「 R2年度事業計画の検討」「視察研修についての意見交換」「分館

長会議の内容報告」

1月

2月

☆第 3回推進準備専門部会の開催

議題 :「 R2年度事業案の絞 り込み」

●以下、新型コロナウイルス拡大防止のため、会議の自粛

3月 ○広報誌 No.2の発行

4月 ●正副委員長打合せ

5月
●正副委員長打合せ

○広報誌 No.3の発行 (以後、毎月発行 )



6月

★第 4回推進準備委員会の開催

議題 :● 今後の検討課題 。進め方の検討について

● 川 ロコミュニティ推進組織について

● 川 ロコミュニティセンター センター長・コミセン主事の募

集・採用について

● 説明会の開催方法について

● 川 ロコミュニティセンター開設時期について (新型コロナウイ

ルス感染防止対策による開設時期の変更)

7月 ～

8月

コミュニティ意見交換会 (7月 27日 から8月 6日 )

。開催場所…木沢集会所 。泉水分館 。牛ケ島集会所 。相川サンウッド・西川

口集落開発センター・川回公民館・和南津集会所。中山集会所。

田麦山分館
。内容…①公民館とコミセンの違い

②コミセン準備委員会の組織について

③公民館分館事業 (地区館行事含む)の コミセン移行についての意

見交換

8月

★第 5回推進準備委員会の開催

議題 :● 川 ロコミュニティセンター開設時期について

→ 令和 3年 3月 開設予定で決定

● 川 ロコミュニティセンターの予算について

● コミュニティ意見交換会の意見紹介

● 川 ロコミュニティセンター組織図のィ検討「川 ロコミュニティセ

ンター

10月

★第 6回推進準備委員会の開催

議題 :● コミュニティ運営委員会の検討 。決定について

・ コミュニティ運営委員会の役割について

。コミュニテイ運営委員会の構成員について

● 役員会等の構成の検討・決定について

● 総会の有無について

● コミセンに関する名称等の検討について

。コミセンの組織名…川 ロコミュニティ推進協議会

・運営委員会…コミュニティ運営委員会

(コ ミュニティ運営委員会は、コミセンの中核 となる組織です )

。広報担当部署………広報委員会

11月

★第 7回推進準備委員会の開催

議題 :● 川 ロコミュニティ推進協議会規約 (案)について

● 川 ロコミュニティセンターオープニングについて

● コミセン職員 (セ ンター長及びセンター主事)の募集について



121月

☆第 4回推進準備専門部会の開催

議題 :● 川 ロコミュニティ推進協議会組織図 (案 )。 同規約 (案)につ

いて

● 各専門部会提案事業の確認について

● コミセン職員 (セ ンター長及びセンター主事)の募集について

1月

☆第 5回推進準備専門部会の開催

議題 :● 専門部会提案事業中、優先 して実施すべき事業及び関連団体等

について (住民に広 く参加を呼びかけたワークシヨップ形式 )

★第 8回推進準備委員会の開催

議題 :● 公民館・コミセンの使用ルールについて

● 専門部会での検討結果について

● コミセン職員の採用状況について

● 運営委員会委員の 「学識経験者枠」について

● 川 ロコミュニティ推進協議会規約について

2月

☆第 6回推進準備専門部会の開催

議題 :● 事業実施にあたっての関係団体の検討について

● 専門部会員の人数の検討について

★第 9回推進準備委員会の開催予定



り]]回コミュニティ推進組織 組織図 (嚢 )

組織名 :川 ロコミュニティ推進協議会
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令和3年 2月 12日

第6回準備専門部会後

コミュニティ運営委員会(15名 以内)

地域委員 (1)、 総代 (2)、 公民館分館長 (2)、 老人クラブ(1)、 スポーツ協会

(1)、 商工会 (1)、 社会福祉協議会 (1)、 NPO法人くらしサポート越後川口

(1)、 個人枠 (学識経験者含む)(1)、 コミセンセンター長 (1)、 各専門部会長

(3)

【役割】○事業計画、収支予算決算、運営方針の協議・決定 ○運営に関する

助言 ○役員・委員の選任

会計監査

運営委員会正副委員長+各専門部会長+センター長 運営委員互選 2名 (正副委員長除く)

職員推薦 (選考)委員会 (3名 以上) 広報委員会

各専門部会代表+推薦者+コミセン事務局
コミセ

センター長+コミセン主事
特別委員会 (適宜設置 )

3専門部会 (各部会 20名 以内)

【名称:職務】

①健康・福祉・子育て支援部会:健康増進や地域福祉の増進、子育て関係事業の企画運営に関すること。

②文化・スポーツ部会:生涯学習やスポーツ、文化歴史に関する事業の企画運営に関すること。

③まちづくり部会:集落や各種団体との連携や活動支援、防犯や交通安全、環境美化に関する活動に関すること。

【役割】

・部会の事業の計画及び実施に関すること。

・部会の運営に関すること

'このほか、必要と認められる事項

役員会

ヽ
ヽ
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資料 2-5

川ロコミュニティセンター開設及び公民館・コミセンの違いについて

●川ロコミュニティセンター (以下「川ロコミセン」)について
。開設 日・…令和 3年 3月 1日 (月 )から
。事務室…川 回公民館事務室内に設置
。事務局職員勤務時間…原則、平 日の午前 9時から午後 4時
・職員体制…センター長 1名 、コミセン主事 2名 (こ の他 公民館に 1名職員を配置 )

・電話番号… 89-4417
・コミセンの位置付け

地域のコミュニティ活動
*を

積極的に進めるためには、住民の自主性 と連帯に基づ く

地域課題への取 り組みが必要不可欠ですが、住民のコミュニティ意識の啓発や各種活

動への積極的な参加を促すことができるような体制づ くり。システムづくりを確立 し

ていく必要があります。

コミュニティセンターは、コミュニティ活動を総合的|こ推進・支援するための、地

域におけるコミュニティづぐり_の基幹施設です。
*コ ミュニティ活動とは…住み良い社会を築いていくために、そこに暮らす人達や

各種団体が、積極的に力を合わせて行う地域活動で、主な活動としては次のよう

なものがあります。
・生活環境の美化、美観の維持等を目的とする活動 ・健康の管理及び増進を

目的とする活動 ・交通安全、防犯、防災その他の生活の安全確保及び維持を

目的とする活動 ・祭り、運動会その他の地域住民の交流を目的とする活動
・文化及び生涯学習に関する活動 ・体育、レクリエーションに関する活動
。社会福祉の増進を目的とする活動 。まちの緑化推進を目的とする活動
・青少年の健全育成を目的とする活動 。その他、コミュニティ推進の理念の

もとに行われる各種活動

●公民館とコミセンの条例・規則上など制度上の違い

各組織や住民におかれましては、その活動に川ロコミセンを積極的に利用【組織

等のPR(仲間の募集など)やイベント開催時のPR、 各種制度 (補助金等)や他

組織等の情報収集、他組織との交流のきっかけ作り等々】していただくとともに、

川ロコミセンの活動にも積極的に御協力・御参加 【コミセンイベントヘの協力・参

加、他団体が実施するイベントヘの協力・参加等々】いただけますようお願いしま
ごト
9。

○各種組織…集落組織、趣味などの同じ目的を持ったサークル団体、NPOな どの非

営利の団体 等々

公民館 ン′

一

０
■ミヽコ

条例名 長岡市公民館条例 長岡市コミュニティセ ンター条

例

規則名 長岡市公民館条例施行規則 長岡市コミュニティセ ンター条

例施行規則
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使用許可・不許

可の決定者 (条 )

長岡市教育委員会 市長

使用料 (条 ) 有料 (減免等制度あり)

。社会教育関係団体 (登録制)が

その 目的のために利用する場

合は徴収 しない。

無料

開館時間 (規 ) 午前 8時 30分から午後 10時まで

(夜間の使用がないときは、午後

5時まで)

午前 9時から午後 9時 30分まで

(夜間の使用がないときは、午後

5時 30分まで)

休館 日 (規 ) 12月 29日 か ら

翌年の 1月 3日 まで

12月 28日 から

翌年の 1月 4日 まで

申込開始 日 (規・

運用)

2月 前の日の属する月の初 日 一般利用

・地区団体※ (下段参照)… 1月

前の日の属する月の初 日
。地区外団体… 1週間前

・個人利用…事前予約不可。平 日

の午前 9時から午後 4時で、当

日空いている部屋のみ (占有利

用不可 )

利用制限 (手 引

き等)

公民館は、社会教育法に基づく社

会教育施設であるため、以下の行

為は禁止。

○営利活動 :も っぱら営利を目的

とした事業や集会

(例)参加料を徴収 して、利益が

でるような活動、講演会

・講師の私塾的な使用

・講演会の後に、その商品を

販売すること
。企業の主催す る採用説明会

など

○政治活動 :特定の政党の利害に

関する事業や、特定の候補者を

支持する活動

(例)特定政党や個人への投票の

呼びかけ
。特定政党への勧誘

・署名活動 など

○宗教活動 :特定の宗教 (教派、

教団など)を支持 した り、支援

する活動

(例 )特定宗教への布教活動 な

ど

利用許可条件

・住民の地域活動の推進である

こと

※詳細については川 ロコミセン

にお問い合わせ ください。

※地区団体とは下記のいずれも

満たす団体です
。団体に概ね過半数の川口地区

住民がいること。
。主たる活動場所が川口地区で

あること。
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●公民館・コミセンの利用上の考え方
。当面、現川 回公民館の建物が「川 回公民館」「川 ロコミセン」の 2つの性格をもつ施設

(2枚看板)と なるため、利用について、いままでどお り公民館 として受付 。利用す

る際には変更があ りません。

・開館時間・利用対象等が公民館の方が広 くカバー しているので、公民館利用を基本と

_L22ニユ三土_ン型星⊇_五が主型」生二左左1里三二笙」ヨ夏王董笙」L企」三ユ査I食生
=12と

なりま

す。
・利用者には申込時点で公民館として利用するか、コミセンとして利用するか選択して

もらうことになります。
。川口公民館以外の分館 (泉水 。田麦山)については、令和 3年 3月 及び令和 3年度は

利用方法に変更はありません。(2枚看板とならない)

●川ロコミセン開設後に川口公民館を公民館として利用する場合

●川口公民館を川ロコミセン施設として利用する場合

・利用方法

● 事前に団体登録が必要です。

● 原則、事前予約制です。

● 施設利用上の遵守事項は川 回公民館 と同じです。

・予約方法

● 事務局職員がいる時間帯 (平 日の午前 9時～午後 4時)に所定の申請書を提出

してもらいます。事前に団体登録 してあれば、職員がいる時間帯なら電話での

仮予約も可能です。

● 事務局職員の勤務時間外は、予約の受付はできません。

● 長岡市公共施設予約サービス (イ ンターネ ット利用)を利用 したコミセン利用

予約はできません。

・使用料

● 無料 とな ります。

●公民館・コミュニティセンター利用上の遵守事項・注意事項等
→  【現状のまま引き継 ぐ】

○規則で定められている遵守事項

(1)み だ りに火気を使用 し、又は危険を引き起こすおそれのある行為をしないこと。

(2)許 可を受けないで物品等の販売若 しくは陳列をし、又は広告類の掲示若 しくは

配布をしないこと。

(3)許 可を受けないで特別の設備をしないこと。

(4)他 人に迷惑 となるような行為をしないこと。

(5)使 用 した設備、備品等は原状に復 し、清掃をすること。

(6)前 各号に掲げる事項のほか、係員の管理上の指示に従 うこと。

○現在川 口公民館で周知 (掲示)さ れている事項

(1)使 用の前後は必ず係員に届け出てください。

(2)許 可なく飲酒をしない。 (許可された利用者のみ)
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(3)イ普用していない部屋には入らない。

(4)使用した備品は終了後所定の場所に返す。

(5)使用後は必ず清掃をする。

(6)予約、閉館時間を守る6

(7)使用記録簿を必ず記入すること。

(8)ロ ビー・ トイレで騒がない。

(9)調理家電の持込使用は禁止します。 (ブ レーカーが落ちる可能性があります)

○現在川口公民館で周知 (掲示)されている冷暖房機使用の基準

●その他

○現在川回公民館で行っている「子供たちのホール利用」
→  【現状のまま公民館として引き継ぐ】

・概要
・開放時間 9:00～ 12:00 13:00～ 17:00

・対象 小中高校生 (保育園児は保護者同伴のこと)
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